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教職課程の学生による模擬授業をリアルタイムに相互評価することが可能なシステムを開発した．開発

した授業評価システムを用いて，他の学生の模擬授業の評価が，別の学生の評価活動に与える影響につ

いて実践で検証した結果，授業の改善点と思われる「気づき」が促進できていたことがわかった． 
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1. はじめに 

模擬授業とは，1960 年代にスタンフィード大学で開

発されたマイクロティーチングと呼ばれる教授訓練方

法である．生徒の人数，授業時間，教授スキルを絞っ

て授業を行うことで，被訓練者の心理的負担を軽減し

たうえで特定の教授スキルを習得できるため，経験の

浅い教員の訓練には適している方法であると言われて

いる． 

模擬授業は，授業の「設計」・「実施」・「評価」の 3

ステップを通して授業のスキルアップを図る．本研究

で取り扱う九州工業大学の教職課程で行われている模

擬授業でも，授業者がある教科の単元の一部から学習

内容を決め，学習指導案や教材などを作る「設計」，実

際に授業を行う「実施」，学生相互又は指導教員が行う

「評価」という 3 ステップで行われる．本研究ではそ

の中でも，「評価」のステップに焦点を当てる． 

模擬授業における「評価」のステップに焦点を当て

た研究には，模擬授業の様子を撮影し，授業が終了し

てから撮影した動画を閲覧しながら行う評価（以降，

非同期型評価と記載する）についての研究，さらに，

授業中や授業の直後に行う評価（以降，同期型評価と

記載する）についての研究などがある． 

非同期型評価に関する研究で伊藤(1)は，模擬授業の

動画を撮影し，授業を実施した者（以下授業者と記載

する）がその授業動画を閲覧しながら自己評価及び自

己モデリングすることの有効性を明らかにした．また，

太田ら(2)は，講義ビデオを授業者に配布し，授業後す

ぐに実施した自己評価と講義ビデオを閲覧してから実

施した自己評価を比較させることで，自分の授業を見

直すことができるため，授業者がより正確な評価活動

をできることを明らかにした． 

同期型評価に関する研究では，リアルタイム授業評

価システムを白石ら(3)は開発した．この研究では，授

業動画では評価することが難しい授業者の立ち位置や

動き，授業の雰囲気などに関しての評価も記録しやす

くするとともに，授業者は授業動画とリアルタイム評

価の両方を確認しながら自分の授業を振り返ることが

できるため，より質の高い評価活動が行えるようにな

った．しかし，これらの模擬授業での研究で行われて

きた評価とは授業者の指導力を向上させるためのもの

が多く，評価者に焦点を当てた取り組みは少ない．そ

こで，本研究で扱う模擬授業では，学生全員が他者の

模擬授業の評価を行い，他者評価を行うことによる自

己の模擬授業改善への気づきについて注目する． 
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評価者の評価能力の向上に焦点を当てた研究には

坪倉ら(4)が行った研究がある．この研究ではマルチメ

ディアコンテンツの制作課題において，評価者である

学生の相互評価と教授者の評価の相互比較を行うこと

で，評価者に評価視点の学習をさせ，振り返り学習と

提出物の質を向上させることを目的に行われた．それ

に対して，本研究では，模擬授業において，学生の相

互評価の内容を共有することで，他者の評価を確認す

ることで，学生に授業に対する気づきを促進させるこ

とを考える． 

そこで，本研究では，山本(5)が Excel の VBA(Visual 

Basic for Application)で開発した模擬授業動画評価シ

ステムをもとに，非同期型評価と同期型評価の両方を

支援する模擬授業評価システムを Google スプレッド

シートで開発する．Google スプレッドシートの編集内

容が編集者同士で同期するという特性を活かし，同期

型評価を評価者同士が互いに確認できるようにするこ

とで，評価能力の一部である評価者の気付きを促進さ

せることを目的とする． 

2. システムの設計 

2.1 模擬授業の評価と求められる機能 

本研究で扱う模擬授業の評価の方法は，評価者によ

る(a)リアルタイム評価，(b)授業の全体的な評価とこれ

ら(a)(b)の評価を受けたうえで行う授業者による(c)自

己評価の三種類の評価を実施する．ここでは，各評価

を行う上で授業者及び評価者に与える効果とそのねら

いを説明する． 

2.1.1 模擬授業の評価のねらい 

(a)リアルタイム評価 

(a1)模擬授業中に行うリアルタイム評価 

評価者である学習者が，メタ認知的活動の向上を促

進させることを期待している．メタ認知的活動とは「こ

こができていない」といったことの「気づき」や「こ

こがよくできている」と「評価」などを行うメタ認知

的モデリングと「計画」や「修正」を行うメタ認知的

コントロールの二つの要素がある(6)． 

模擬授業においては，授業者が自分の模擬授業につ

いての他者からの相互評価を受け，考え方の違いを知

ることにより，自分の模擬授業の良いところと悪いと

ころに気づくことがメタ認知的モデリングにあたり，

その気づきを基に次の授業を「修正」することで，よ

り良い授業作りにつなげるということが，メタ認知的

コントロールにあたる．リアルタイム評価では，授業

の場面ごとに評価を行うことで，より授業者の気づき

を促進させることができると考える． 

(a2)リアルタイム評価による評価者相互の気づき 

模擬授業中にリアルタイム評価を評価者相互で確

認しあうことにより，授業者だけでなく，評価者の気

づきを促進させるねらいがある． 

(b)全体評価 

模擬授業直後に行う授業の全体評価では，リアルタ

イム評価ではできない模擬授業の全体的な詳しい評価

を評価項目ごとに行う．評価項目は以下の通りである．

項目ごとにコメントを入力し，5 段階評価（総合評価

は 100 点満点）で評価を行う． 

・学習指導案 (話し方，声の明瞭さ，態度，表現，方

法） 

・授業準備状況 (内容の理解度，円滑な実施，授業の

工夫など) 

・授業内容（授業の難易，授業内容の適正など） 

・授業進行（学習のシーケンシング（順序性），時間配

分など） 

・教材（提示スライド等教材の適正，工夫，利用など） 

・プレゼンテーション（話し方，声の明瞭さ，態度，

表現，方法） 

・生徒の状況把握（生徒の観察，双方向性，授業修正） 

・総合評価（模擬授業全体を通じた総括的評価） 

評価者が授業者の全体評価を行う際に，全体評価の

項目を意識させることで，自身の模擬授業では留意し

ようといった「気づき」を促進する．また，授業者も，

模擬授業に対する詳しい評価を受けることができるの

で，自己評価をする際の授業に対する「気づき」を得

る． 

(c)自己評価 

模擬授業終了後に行う自己評価では，授業者が，他

の評価者からの(a)リアルタイム評価，および，(b)全体

評価を受けたうえで，自身の授業を客観的に評価する．

自己評価することで，授業者に授業の改善を促すとと

もに，自身の模擬授業の動画を視聴しながら自己モデ

リングをさせることで，より細かい授業場面ごとの反
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省を促すねらいもある． 

2.1.2  評価システムの機能 

2.1.1 で示した(a1)(a2)(b)(c)の評価のねらいを実現

するために求められる機能として，以下を本研究の模

擬授業評価システムでは実装する． 

(a1)授業動画の経過時間とリアルタイム評価を対応さ

せる機能 

授業者が動画を視聴しながら自己評価をする際に，

リアルタイム評価と模擬授業時間を対応させることで，

授業者に対してリアルタイム評価が正しく伝わる．そ

のため，質の高い自己評価を促すことができる． 

(a2)評価者相互で授業者への相互評価を確認し合うこ

とができる機能 

評価者同士でお互いのリアルタイム評価を確認し

あえるようにすることで，評価者は他人のリアルタイ

ム評価に触れ，自分では気づかなかった評価の観点に

気づくことができる．そうすることで，評価者のメタ

認知的行動の向上につながる． 

(b)模擬授業の全体的な評価を作成する機能 

全体評価では各評価項目について，システムを使用

して評価を入力・送信することで，評価者の負担を軽

減する．また，システムで全体評価を管理することで，

各評価者からの評価を評価項目ごとに集約して提示す

ることができ，授業者が自己評価をする際に参照しや

すくなる． 

(c)模擬授業の動画を視聴しながら自己評価する機能 

模擬授業の動画を視聴しながら自己評価や自己モ

デリングを行うことは，伊藤(1)の研究と太田ら(2)の研

究から明らかになっている．本研究でも，動画を視聴

しながら評価させることで質の高い自己評価を実現す

る． 

(a1)(a2)(b)(c)の機能を実装するにあたって，本研究

では，Google スプレッドシートを用いて模擬授業評価

システムを開発する．Google スプレッドシートは

Google アカウントを所持している人であれば，誰でも

使用することができ，容易に使用できる．機能面にお

いても，スプレッドシートが評価を記録することに適

していることに加え，Google スプレッドシートには，

ユーザ間で編集内容が同期するため(a2)の機能も実現

できる．これらのことから，Google スプレッドシート

を用いて開発することが適していると考える． 

3. 実践 

3.1 評価の方法 

本研究で開発したシステムを九州工業大学情報工

学部の教育課程で開講されている教科教育法(情報)Ⅱ

を受講している学生の模擬授業にて使用してもらい，

検証を行った． 

教科教育法(情報)Ⅱでは，授業計画，授業環境の整

備，学習評価，教材開発，学習指導案の作成，授業の

実践方法の講義を通して，学生に高等学校の情報科目

の教師としての実践的な力量を形成させる．模擬授業

の実施，評価を経て，学生の授業の改善を図る． 

システムの実践環境は以下の通りである． 

 

(実践環境) 

日あ時：2017 年 11 月 2 日，9 日，16 日 

場あ所：九州工業大学情報工学部リカレント講義室 

対象者：教科教育法(情報)Ⅱを受講している学生 9 名 

 

教科教育法(情報)Ⅱでは，1 回の講義時間 90 分につ

き 3 人の学生が 15 分~20 分の情報科の内容(例えば，

二進数の計算，モデル化，情報の暗号化，アルゴリズ

ム，データベースなど)についての模擬授業を行う．本

研究で開発したシステムの実践にあたり，授業者や評

価者の「気づき」を促進できたのかを検証をするため

に．対象者 9 名に対して，模擬授業を行う順番に 3 人

ずつの以下のグループ 3 つに分けて，評価の実践及び

模擬授業アンケートの回答を求める．グループの割り

振りを表 1 に示す．  

表 1. グループの割り振り 

 

グループ毎の役割は以下の通りである． 

グループ(a) 

・模擬授業を行う 

・後日，模擬授業アンケートに回答する 

グループ(b) 

・模擬授業終了直後に模擬授業アンケートに回答する 
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グループ(c) 

・リアルタイム評価を行う 

・模擬授業終了直後に模擬授業アンケートに回答する 

 

また，実際に模擬授業を行う教科教育法(情報)Ⅱの

講義の流れを図 1 に示す． 

 

図 1. 講義の流れ 

 

対象の学生全員には，図 1 の流れで，模擬授業，評

価，模擬授業アンケートの回答を依頼し，学生全員が

模擬授業を終えた後に，システムについてのアンケー

トへの回答を依頼する． 

本研究では，以下の 3 つの結果から，システムの改

善と本システムを使用したことで評価者の気づきの促

進が行われるかの検証を行う． 

(1)リアルタイム評価 

(2)模擬授業アンケート 

(3)システムについてのアンケート 

3.2 評価の結果 

実際に行われたリアルタイム評価の例を図 2 に，リ

アルタイム評価のインタフェースを図 3 に，動画視聴

型自己評価記録インタフェースを使用している様子を

図 4 に示す．このインタフェースの動画視聴部分は，

大倉が開発した字幕同期型動画閲覧システムの

“CaptionMaster”(7)を参考にしたものである． 

 

 

図 2. リアルタイム評価の例 

 

 

図 3. リアルタイム評価記録インタフェース 

 

 

図 4. 自己評価をする様子 

 

模擬授業アンケートでは，リアルタイム評価及び模擬

授業を見て参考になった点について回答してもらった

グループ(c)の模擬授業アンケートの結果の一部を図 5
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と図 6 に示す．図 5，図 6 では，授業の改善点と思わ

れる点には，×がついている．また，各グループで図

5，図 6 のように集計し，比較を行った． 

 

図 5. グループ(c)の模擬授業アンケートの一部 

 

 

図 6. グループ(c)の模擬授業アンケートの一部 

 

システム評価についてのアンケートの「リアルタイ

ム評価をする際に他の評価者のリアルタイム評価に触

れることで自分の授業づくりの役に立つか？」という

項目に対する回答の一部を以下に示す． 

 

・生徒役の感じ方の違いが参考になった 

・動作の細かいところを見てくれた点 

・評価者同士でコメントを交わせる点 

・どの人も注意されている点は気を付けようと思えた 

・違う考えを聞くことができたので参考になった 

 

4. 考察 

模擬授業アンケートでは，対象 9 名のうち，「生徒

との双方向性を意識する」，「生徒の立場になると少し

速い授業だった．授業の進度も大切」等の授業の改善

点と思われる記述をした人がグループ(a)5 人，グルー

プ(b)2 人，グループ(c)6 人であり，リアルタイム評価

を見たグループ(a)，(c) とリアルタイム評価を見てい

ないグループ(b)で差が見られた．このことから，リア

ルタイム評価を見るだけでも，授業の改善点の気づき

は促進できると考えられる． 

システムについてのアンケートでは，「生徒役の感

じ方の違いが参考になった」，「違う考えを聞くことが

できたので参考になった」といった他者との感じ方の

違いを参考にする意見が 9 人中 7 人から見られたこ

とから，評価者の気づきを促進できたと言える． 

5. おわりに 

本研究では，授業者だけでなく，評価者の「気づき」

を促進させるために，模擬授業中に行われるリアルタ

イム評価を評価者相互で評価内容を共有することがで

きる模擬授業評価システムを Google スプレッドシー

トで開発した．システムを実践した結果，模擬授業中

にリアルタイム評価を見ていないグループ(b)よりも，

リアルタイム評価を見たグループ(a)とグループ(c)の

学生の方が，授業の改善点と思われる「気づき」が促

進できていた．また，実際にリアルタイム評価を行っ

たグループ(c)は，模擬授業中に他者の相互評価を見る

ことで，「気づき」が促進されていることが分かった．

これらの結果から，本研究の目的である，評価者の「気

づき」は促進できていたと言える． 

今後の課題としては，今回はリアルタイム評価を行

う人数を増やしたとき，評価者の「気づき」はより促

進させることができるのか，検証する必要がある． 

謝 辞 

本研究は，科学研究費補助金（基盤研究（C）課題

番号 16K01116）の助成を受けた． 

グループ(c)の模擬授業アンケート結果
模擬授業を見て参考になった点

A
実際に具体例を提示しながらの説明はわかりやすい
説明の仕方がうまかった
話し方や質問の仕方はとても参考になった

B

語尾まではっきり言ったほうがいい

生徒との双方向性の授業でないと少し退屈になる
生徒の方をこまめに見ると良い
×スライドなどの障害物がある際には板書の位置に気を付けないとい
けない

C
板書とスライドの両方を使っていてよかった
復習するところから授業が始まっていて分かりやすかった
生徒にIPアドレスを調べさせるのは良いと思った
質問した後のアフターケアも良かった

グループ(c)の模擬授業アンケート結果
リアルタイム評価を見て参考になった点

A
スライドの図と文字の大きさは大事
授業内容を生徒に合わせるのは大切
×生徒の立場になると少し速い授業だった。授業の進度も大切

B
×言葉で言うだけでは忘れてしまうのでスライドに書いたり板書すると
良い
×スライド中にある言葉にも説明を加えなければならないと感じた
×話すスピードが大事

具体例を挙げるとおもしろい

C
アニメーションを使っていて分かりやすい
生徒のことをよく見て授業をしていると思った
生徒へ理解度を確認しているのが良かった
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